
9/22(⾦)
18:00~19:15場 所

⼤垣フォーラムホテル２F
（〒503-0812�岐⾩県⼤垣市万⽯２丁⽬３１）

報告内容
・オイスカ「⼦供の森」計画 概要説明
・タイの⼦ども親善⼤使による活動報告
（⼦どもたちによる伝統舞踊の披露も予定）
※⾔語は⽇本語、但し⼦どもたちは⺟国語（逐次通訳付き）
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お申込みは
専⽤フォームもしくは
FAX（裏⾯参照）から

�

申込み締切
�9/20（⽔）

申込みフォーム

タイ・チェンライ県から
森づくりに参加する子どもたちが来日！

タイ・チェンライ県から
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参加費無料参加費無料

�タイ北部では、森の違法伐採や無秩序な焼畑などが原因で、⼟砂崩れや洪⽔
などさまざまな⾃然災害が深刻化しています。また、⼭⽕事と焼畑による煙
害は⼤気汚染のみならず、地域住⺠の健康被害にまで及んでいます。

�こうした課題に対し、オイスカでは「⼦供の森」計画を展開。⼤⼈だけでな
く⼦どもたち⾃⾝が苗⽊を植え、守り育てる活動に取り組み、ふるさとを守
るために⾏動できるよう⽀援を⾏っています。今回は、そうした「⼦供の
森」計画に参加する⼦どもたちがタイより来⽇。現地の環境課題や、その解
決のために取り組む植林活動などについてレポートを⾏います。

「⼦供の森」計画
⼦ども親善⼤使活動報告会
「⼦供の森」計画
⼦ども親善⼤使活動報告会

 オイスカは、国内外で住み続けられる地域づくりを⽬指して、環境保全や⼈材育
成に取り組んでいます。今回は、遠くタイより、そうした活動に参加をする⼦ども
たち、そしてオイスカの研修を修了し、現在はスタッフとして活躍するOBたちが
来⽇します。是⾮会場に⾜を運んでいただき、⼦どもたち⾃⾝による報告を聞いて
いただければ幸いです。

オイスカ岐⾩県⽀部�会⻑�⼩川信也�
（太平洋⼯業株式会社�代表取締役会⻑）

【お問い合わせ】
〒168-0063�東京都杉並区和泉2-17-5�
公益財団法⼈オイスカ 「⼦供の森」計画担当
TEL�:�(03)3322-5161�FAX:�(03)3324-7111
MAIL:cfp@oisca.org

⽇時



お名前 所属

部署名 役職

ご住所

メール
アドレス 電話番号

「子供の森」計画HP

「⼦供の森」計画とは？
 公益財団法⼈オイスカ(国際協⼒NGO)が取り組む「⼦供の森」計画
（CFP：Children's�Forest�Program）は、⼦どもたち⾃⾝が学校や地域で
苗⽊を植え、育てていく活動を通して、「⾃然を愛する⼼」や「緑を⼤切に
する気持ち」を養いながら緑化を進めていくプログラムです。
 1991年にフィリピンの17校から始動したプログラムは、世界中でさまざま
な環境問題が深刻化する中で年々各地からの活動要請が増え、2023年度末現
在で、37ヵ国5,468校に広がっています。

参加申込書 FAX送信先
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介
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環境に関する取り組みが好きです。
日本での経験を学校の友だちに伝え
たり、日常生活でも取り入れてふる
さとの環境をよくしたいです！

バンパングオーイ学校
テーンクン（11歳）

日本の環境保全やゴミの処理などに
ついて学びたいです。日本での学び
の中から自分にできることをやって
みます。友だちにも教えて、一緒に
頑張っていきたいです！

サラウィン（12歳）
パボンタオガンジャン小学校

ニーム（10歳）
バンサンクラン・ラドパッタナ小学校

学んだことや見たことを友だちや家
族、村の人たちに伝えたいです。私
のふるさとの踊りも紹介したいと思
います。将来は村の自然や環境を守
りながら、村の伝統的な文化を引き
継いでいきたいです。

チェンライ県
「子供の森」計画コーディネーター
(オイスカ中部日本研修センターOB)

デン

エーク
オイスカタイランドスタッフ
(オイスカ四国研修センターOB)

※いただきました個⼈情報は、当法⼈からの各種案内の送付等に使⽤させていただきます。
予めご了承の上、お申し込みください。利⽤の詳細はHP（https://oisca.org/privacy-policy/）をご確認ください。

03-3324-7111FAXでお申込みの⽅は、こちらの
申込書にご記⼊の上、ご送信ください

∼チェンライ県と⼤垣のつながり∼
 第⼆次世界⼤戦中、⽇本兵の⼀師団が命からがらたどり着いた場所が、チェ
ンライ県の⼩さな村でした。傷ついた⽇本兵を優しく迎え、助けてくれたこの
村の⽅々に何とか恩返しをしたいと、⼤垣市出⾝だった当時の師団⻑が呼びか
け、1991年より植林活動が始まりました。オイスカ⼤垣推進協議会が中⼼と
なって、継続して管理もしており、12万本ものチークの⽊が⼤きく育ち、豊
かな⽔源の森となっています。


